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地
域
活
性
の
核
と
し
て
村
民
待
望
の
福
島

空
港
は
、
県
が
設
置
、
管
理
す
る
第
三
種
空

港
で
、
長
さ
二
千

M
の
滑
走
路
と
、
中
・
小

型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
四
機
待
機
で
き
る
エ
プ
ロ

ン
、
そ
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
備
え
ま

す。
空
港
整
備
の
事
業
費
は
、
空
港
本
体
整
備

に
約
二
百
七
十
億
円
、
公
園
整
備
に
約
百
九

十
億
円
で
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
砂
防
ダ
ム
な

ど
関
連
事
業
を
含
め
た
総
事
業
費
は
、
約
六

百
三
十
億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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空
港
本
体
の
用
地
買
収
は
、
地
権
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年
度
ま
で
に
全

体
の
九
七
%
に
当
た
る
百
二
十
五
鈴
の
用
地

買
収
が
済
み
、
残
り
の
用
地
買
収
も
今
年
度

中
に
買
収
が
終
了
す
る
予
定
で
す

D

ま
た
、
空
港
公
園
は
、
計
画
面
積
が
三
百

二
十
五
信
で
、
県
内
最
大
の
広
域
公
園
と
な

り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
に
全
体
の
五
七
%
に

当
た
る
百
七
十
八
鈴
の
用
地
買
収
が
終
わ
り
、

残
り
も
今
年
度
中
に
買
収
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。

度
中
に

% 

空
港
建
設
地
に
は
、
昨
年
九
月
の
着
工
以

来
、
超
大
型
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
(
六
十
ニ
ゾ
)

や
パ
ッ
ク
ホ

i

(
十
立
方

M
)
、
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
(
四
十
五
ゾ
)
な
ど
の
重
機
が
搬
入

さ
れ
、
建
設
工
事
が
計
画
ど
わ
り
順
調
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
港
本
体
の
総
土
工
量
は
、
一
千
万
立
方

M
で
、
県
庁
西
庁
舎
の
九
十
一
杯
分
に
相
当

し
ま
す
凸

昨
年
度
は
、
本
格
工
事
に
備
え
て
六
十
七

万
立
方
以
の
土
砂
を
掘
削
し
、
転
圧
盛
土
試

験
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
空
港
用
地
全
域
で
、
本
格
的

な
掘
削
や
転
庄
、
盛
土
作
業
に
入
り
、
一
ニ
百

三
十
万
立
方
対
の
土
砂
を
動
か
す
造
成
工
事

亦
進
め
ら
れ
、
今
年
度
中
に
は
、
総
土
工
作

業
の
約
四
O
%
の
進
ち
よ
く
と
な
り
ま
す

D

住民の期待を一心に集めた昨年 9月14日の起工式から一年。福島空港は今、

4 年後の平成 5 年 3 月開港を目指し、建設工事力I~\)11震調に進められています。

昨年は、掘削や転圧、盛土試験などが行われ、今年度から本格的な造成工事に

入り、日に日に変ぼうしています。今月号では、福島空港の建設状況や今後の

計画、構想などを紹介します。

@年次別工程表

須賀川市大字狸森字五十堀田73番地

争福島空港整備計画の概要

j坊災耐

( 1・

(22使/日)593千人/年言十

浪リ(平成 7年度)予要@需

工事完了予定期日:平成4年9月30日 事業費 :約270億円

仮設調査VOR/DME 
園田園田
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先
に
、
県
知
事
に
答
申
が
あ
っ
た

「
福
島
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
基
本

計
画
調
査
検
討
委
員
会
」
の
報
告
に

よ
り
ま
す
と
、
①
便
利
な
空
港
②
親

し
め
る
空
港
③
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

空
港
④
福
島
ら
し
い
空
港

l
i
の
四

点
を
テ

i
マ
に
設
定
。
タ
ー
ミ
ナ
ル

ピ
ル
は
、
開
港
七
年
後
の
利
用
者
を

七
十
九
万
五
千
人
、
一
日
二
十
二
使

を
想
定
し
、
旅
客
と
手
荷
物
を
立
体

的
に
分
け
る
「
一
層
半
方
式
L

(

羽

回
型
)
と
完
全
に
分
離
す
る
「
一

式
(
成
田
型
)
の
い
ず
れ
か
が
望
ま

し
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ピ
ル
の
管
理
・
運
営
は
、

県
、
隣
接
市
町
村
、
航
空
会
社
な
ど

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

株
式
会
社
方
式
を
提
示
し
て
い
ま
す
c

県
で
は
、
こ
の
報
告
内
容
を
も
と

に
、
今
年
度
か
ら
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
建
設
に
向
け
て
、
具
体
的
な
作
業

に
入
り
ま
す
c
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福
島
空
港
は
、
現
在
二
千

M
の
滑

走
路
一
本
を
備
え
る
第
三
種
空
港
と

し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
初
は
、
中
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
(
三
百

数
人
か
ら
五
百
人
規
模
)
も
離
発
着

で
き
る
二
千
五
百

M
規
模
で
計
画
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
五
次
空
港
整
備
計
画

組
み
入
れ
の
際
、
第
三
種
空
港
で
二

千
引
を
超
え
る
滑
走
路
は
難
し
い
な

ど
と
指
摘
さ
れ
、
や
む
な
く
ニ
干
討

に
短
縮
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

と
ご
ろ
が
、
本
空
港
の
事
業
着
手

後
、
阿
武
隈
地
域
総
合
開
発
計
画
や

会
津
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
構
想
な

ど
が
浮
上
し
、
そ
れ
ら
を
核
と
し
て

福
島
空
港
の
航
空
需
要
が
年
々
増
大

す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

江藤隆美運輸大臣(右)に練情する車毘村長 (8月24日)
首
都
圏
に
最
も
近
い
と

こ
ろ
に
あ
り
、
成
田
と
羽
田
空
港

を
補
完
す
る
役
割
も
大
き
く
、
新

幹
線
や
高
速
道
路
の
ア
ク
セ
ス
網

を
備
え
る
な
ど
、
国
際
化
に
十
分

対
応
で
き
る
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

ど
の
こ
と
か
ら
、
本
村
に
わ
い

て
も
、
二
千
五
百
以
に
延
長
さ
れ
る

よ
う
、
平
成
三
年
度
か
ら
始
ま
る

国
の
「
第
六
次
空
港
整
備
五
筒
年
計

画
」
組
み
入
れ
を
、
国
や
関
係
機
関

に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た

国

業
拡

福
島
空
港
は
、
須
賀
川
市
の
東
部

と
本
村
に
ま
た
が
る
地
域
に
建
設
さ

れ
ま
す
が
、
空
港
及
び
周
辺
関
連
施

設
用
地
と
し
て
総
面
積
四
百
五
十
六

P
を
取
得
す
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
間
辺
地
域
の
生
産

環
境
、
生
活
環
境
な
ど
へ
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ

用

ミス揺島空港.jV (45 tダンプトラックを前に

左から富津京子さん、高久田クこさん、鵜沢龍英さん)

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
影
響
を
緩
和
し
、

関
係
住
民
の
生
活
の
安
定
と
揺
祉
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
空
港
の
及

ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
適
切
か
つ
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
、
周
辺
地
域
に

お
け
る
各
種
施
設
を
計
画
的
に
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
四
年
度
ま
で
に
、

{呆

1情

佐藤知事(中央)に陳槽する車白村長ら陳増田

九
月
七
日
、
車
田
次
夫
村
長
、
佐

久
間
倉
太
村
議
会
議
長
、
塩
沢
金
五
口

村
議
会
副
議
長
、
奥
野
義
章
村
議
会

空
港
対
策
特
別
委
員
長
、
藤
田
金
二

福
島
空
港
玉
川
村
地
権
者
会
長
、
斎

藤
泰
三
村
豆
長
会
長
ら
が
県
庁
を
訪

れ
、
佐
藤
知
事
に
、
福
島
空
港
滑
定
酪

延
長
の
際
、
福
出
田
空
港
公
閣
反
一
域
の

確
保
に
つ
い
て
陳
情
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
村
の
空
港
用
地
の
補

償
交
渉
の
際
に
小
高
地
権
者
会
よ
り
、

滑
走
路
延
長
を
考
慮
し
て
用
地
を
取

得
す
る
よ
う
県
に
対
し
要
請
し
ま
し

福
島
空
港
建
設
地
で
働
く
重
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
約
九
十
人
の
中
に
、
若

き
四
人
の
女
性
が
混
ピ
っ
て
い
る
。

彼
女
た
ち
は
、
タ
イ
ヤ
の
宜
径
が
二
・

一
M
も
あ
る
四
十
五
ゾ
ダ
ン
プ
な
ど

を
連
転
、
巧
み
な
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き

を
見
せ
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
女
性
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
富

津
京
子
さ
ん
(
幻
歳
・
鏡
若
町
出
身
)
、

高
久
田
ク
ニ
さ
ん
(
鈎
歳
・
須
賀
川

市
出
身
)
、
関
根
真
奈
美
さ
ん
(
お

歳
・
須
賀
川
市
出
身
)
、
そ
し
で
、

鵜
沢
蘭
英
さ
ん
(
お
歳
‘
中
国
福
建

省
出
身
)
の
四
人
。
鵜
沢
さ
ん
は
、

福
建
省
の
ダ
ム
工
事
が
縁
で
鵜
沢
一

2，500m滑走路をベースにした福島空港の完成予想図

県
と
玉
川
村
が
一
体
と
な
っ
て
福
島

空
港
周
辺
整
備
計
画
事
業
の
実
施
に

努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
c

0

0

0

0

0

0

0

 

本
村
で
は
、
次
の
事
業
を
整
備
計

画
し
実
施
を
進
め
て
い
ま
す
。

@
補
償
対
策
事
業

空
港
及
び
空
港
公
園
の
建
設
に

伴
い
生
ず
る
補
償
工
事
c

・
道
路
三
路
線

・
溜
池
二
か
所

@
生
活
再
建
対
策
事
業

空
港
建
設
や
用
地
の
取
得
に
伴

い
生
ず
る
農
業
経
営
や
生
活
環
境

の
変
化
に
対
応
し
、
地
権
者
の
生

活
再
建
を
図
り
ま
す
。

・
営
農
対
策
事
業
と
し
で

か
ん
が
い
排
水
事
業
二
か
所

集
出
荷
所
一
棟

@
環
境
対
策
事
業
と
し
て

集
会
所
四
か
所

防
火
水
槽
五
基

国
・
県
道
五
路
線

⑧
産
業
基
盤
整
備
対
策
事
業

空
港
建
設
は
大
規
模
な
地
域
開

発
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴

う
各
種
効
果
を
有
効
に
活
用
し
、

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・
道
路
整
備
事
業
と
し
て

村
道
十
三
路
線

・
基
盤
整
備
事
業
と
し
て

一
区
画
整
理
事
業
一
か
所

以
上
の
事
業
費
総
額
は
、
三
十
一

億
五
千
百
二
十
万
円
に
な
り
ま
す
。

た
が
、
現
計
画
は
二
千

M
滑
走
路
の

た
め
、
県
で
は
「
航
空
需
要
が
増
加

し
た
際
に
考
意
す
る
し
と
の
回
答
で

し
た
。
し
か
し
、
現
計
画
で
滑
走
路

が
二
千
五
百

M
に
延
長
さ
れ
る
と
、

空
港
公
園
の
西
南
部
に
食
い
込
む
公

算
が
大
き
く
、
本
村
に
か
か
る
公
国

用
地
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
、
滑
走
路
延
長
を

国
の
第
六
次
空
港
整
備
五
笛
年
計
画

に
組
み
込
ま
せ
る
際
に
、
空
港
公
闘

機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
用
地
の

確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
と
陳
情
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
陳
情
に
対
し
、
佐
藤
知
事
は

「
第
六
次
空
整
組
み
入
れ
決
定
後
、

事
業
計
画
策
定
の
段
階
で
検
討
し
た

い
」
と
前
向
き
に
回
答
し
ま
し
た
。

男
さ
ん
と
結
婚
、
昨
年
十
月
か
ら
夫

と
と
も
に
働
い
て
い
る
。
彼
女
は
、

十
八
ゾ
の
振
動
ロ

i
ラ
i
を
運
転
。

富
津
、
高
久
田
、
関
根
さ
ん
の
三

人
は
、
今
年
四
月
に
入
社
、
研
修
期

間
を
経
た
六
丹
か
ら
あ
こ
が
れ
の
四

十
瓦
ゾ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
た
。
初
体
験
の
感
想
は
つ
わ

も
し
ろ
か
っ
た
」
と
大
胆
だ
が
、
「
怖

か
っ
た
」
と
も
付
け
加
え
る
む

き
っ
か
け
は
「
一
度
乗
っ
て
み
乏

か
っ
た
し
と
い
と
も
簡
単
口
で
も
、

「h
お
母
さ
ん
は
福
島
空
港
を
造
っ
た

ん
だ
よ
」
と
後
生
に
語
る
自
分
を
夢

見
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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本
村
の
友
好
都
市
で
あ
る
中
華
民
国
(
台
湾
)
鹿
(
〈
口
郷
か
ら
、
九
月
十
日
、
鹿
〈
〈
口
郷
村
長

地
方
建
設
考
察
団
一
行
二
十
一
名
が
来
村
し
ま
し
た
。
昨
年
九
月
二
十
六
日
以
来
ほ
ぽ
一
年

ぶ
り
二
度
目
の
訪
問
と
な
り
、
待
ち
受
け
た
玉
川
村
日
華
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進
協
議
会

〈
会
長
車
田
次
夫
村
長
)
ら
村
関
係
者
と
感
激
の
再
会
。
歓
迎
会
に
臨
ん
だ
一
行
は
、
福
島
空

港
建
設
地
と
泉
保
育
所
の
運
動
会
を
見
学
し
、歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
受
流
を
深
め
ま
し
た
。

パ
ス
を
降
り
て
感
激
の
再
会

歓
迎
会
で
あ
い
さ
っ
す
る
邸
郷
長

1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

日
本
の
歌
を
披
露
す
る
葉
高
碧
蓮
さ
ん

保
育
所
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に

団地仲間と

和気あいあい

ふ龍ま鍋3

の
運
び
と
な
り
ま
す
。

三
号
棟
は
、
二
号
棟
に
同
ピ
く
三

階
建
十
八
戸
で
一
階
が
二
L
D
K
六

戸、

二
階
と
三
階
が
三
L
D
K
十
二

戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
行
業
者
は
、

石
川
町
の
合
資
会
社
城
野
組
で
す
。

九
月
十
八
日
村
営
住
宅
玉
川
団
地

の
起
工
式
が
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
期
三
か
年
計
画
で
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
玉
川
団
地
は
、
今
回
の

三
号
棟
工
事
着
手
で
最
終
工
期
に

入
り
、
来
年
八
月
に
は
す
べ
て
完
成

占r
p 

--t
 

I
 

s
 

a
 

--4
 

1
 

4
 

o 

明るく

使いやすい

1号棟管理人

)11端英モ号制43)

者

起工式でくわ入れの儀を行う車田村長

居入

今
回
来
村
し
た
二
十
一
名
は
、
邸

政
義
郷
長
を
団
長
に
、

呉
哲
源
郷
民

代
表
(
議
員
)
と
鹿
谷
郷
村
長
(
医

長
)
十
二
名
、
そ
れ
に
中
学
生
代
表

の
呉
文
維
君
ら
七
名
で
す
。
こ
の
中

で
、
邸
郷
長
と
彰
雅
村
長
の
黄
陰
謀

さ
ん
は
、
二
度
目
の
来
村
で
す
。

一
行
は
、
九
月

一
日
に
台
湾
を
出

発
、
韓
国
に
立
ち
寄
っ
た
あ
と
、
三

日
に
福
岡
へ
着
き
九
州
・
関
西
・
東

京
を
視
察
し
、
東
京
で
の
自
由
行
動

の
一
日
を
割
い
て
、
本
村
を
訪
れ
た

も
の
で
す
。

友

の

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
の
歓
迎

にた民
触 ち 、

れ
た
光 せ
景る
で情
し熱
たと
。温

か

人
柄

e
刀華

1 1 歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
須
賀
川

市
の
翠
光
宛
で
開
催
。
大
野
雅
人
県

会
で
は
、
お
互
い
に
出
席
者
を
紹
介

し
た
あ
と
、
車
田
村
長
が
福
島
空
港

を
核
と
し
で
二
十
一
世
紀
を
見
据
え

た
村
づ
く
り
の
現
況
を
語
り
、
「
産

業
、
文
化
、
教
育
の
各
交
流
を
通
し
、

友
好
都
市
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
邸
郷
長
は
「
発
展

の
著
し
い
玉
川
村
を
視
察
し
て
地
域

令
つ
く
り
の
参
考
に
し
た
い
」
と
一
層

の
友
好
関
係
を
強
調
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
記
念
品
を
交
換
し
あ
い
友
情

を
深
め
た
あ
と
、
同
セ
ン
タ
ー
前
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

ぜ大

へ

こ
の
あ
と
一

行
は
、
福
島
空
港
建

設
予
定
地
に
直
行
。
福
島
空
港

J
V

(
共
同
企
業
体
)
の
案
内
で
、
岩
法

寺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
か
ら
空
港
本
体

の
現
場
を
通
過
、

大
型
重
機
が
並
ぶ

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
を
見
学
し
な
が
ら

展
望
台
に
到
着
。
空
港
建
設
状
況
を

一
望
す
る
と
と
も
に
、
村
民
グ
ラ
ン

ド
と
県
営
玉
川
工
業
団
地
の
位
置
を

指
さ
す
と
、
こ
こ
一
年
の
変
ぼ
う
ぶ

り
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
邸
郷
長
の
た
っ
て
の
願
い

で
泉
保
育
所
の
運
動
会
を
見
学
。「大

き
く
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
鹿
谷
郷
に
来
て

下
さ
い
L

と
一
諮
る
邸
郷
長
に
、
子
供

町

¥

議
会
議
長
や
日
下
野
一
男
石
川
地
方

議
会
議
長
を
含
む
百
二
十
人
が
出
席

し
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で
わ

互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
十
一
月
下
旬
に
車
呂
志

村
長
を
団
長
に
村
議
会
と
農
業
委
員

会
関
係
者
が
、
鹿
谷
郷
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私が玉川団地のi号棟{こ入居して、

半年が過ぎようとしています。ここ

は昨年建てられたばかりの現代風な

建物てす。

今年すぐ後ろ{こ 2号棟が完成し、

3号棟の建築も始まっています。ま

た、西側に公爵も出来るので、なお

一躍充実した団地になりそうてす。

i号棟に入居している人たちは、

若い人たちが多く、先日岩法寺区の

球技大会があり、この団地も 8組と

して出場しました。そのあと団地の

集会所て慰労会を催し、和気あいあ

いと過ごしました。これを機会に団

地内て年何回かの行事をやろうかと

話し合っています。

これからも、快適{こ暮らせそうて

す。

関根照義弘(31)

私たちは、 3年前に仕事の関係て

群馬県から玉川村に転入してきまし

た。初めは泉郷駅の近く {ζ住み、マ

ッサージ師として母畑温泉や近所に

出張していましたが、友人に、玉JIf
団地の建設が始まる事を開き、完成

を待ちわびておりました。

入居の申込みをクジて行うと建設

課の人に聞いた時は、クジ運のない

私にとってショックてしたが、幸い

にもクジ{こ当たり昨年の 8月9B{ご
入居することが出来ました。

玉川団地は、見積しが良い所て、

部屋が明るくキッチンも広いのでと

ても使いやすいてす。

住んている人たちも皆んな良い人

ば力、りて、一家 5人幸せに暮らして

います。
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軌
た
き
川
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始

「
ど
う
だ
い
気
分
は
?
」
、
「
最
高
だ
あ
:
:
」
と
気
持
ち

ょ
い
表
情
。
ね
た
き
り
老
人
に
と
っ
て
入
浴
は
、
や
っ
ぱ

り
こ
た
え
ら
れ
な
い
楽
し
み
な
ん
で
す
ね
。
入
浴
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
次
回
を
一待
ち
望
む
声
が
聞
こ
え
そ
う

で
す
。

本人はもとより家族も喜んでいます。(南須釜の増子チヨさん)

現
在
村
内
に
は
、
三

十
人
の
ね
た
き
り
老
人

が
い
ま
す
。
以
前
こ
の

お
年
寄
り
の
た
め
に
、

楽
に
入
浴
で
き
る
簡
易

浴
槽
を
、
貸
し
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
去
る
七
月

の
民
生
委
員
会
で
、
浴

槽
の
数
が
少
な
く
み
ん

な
が
利
用
で
き
な
い
。

家
族
だ
け
で
は
入
浴
が

難
し
い
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
村
の
協
力
を
得

て
社
会
福
祉
協
議
会
で

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
と
い
う

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
要
望
を
受
け
、

各
民
生
委
員
が
担
当
地

区
の
ね
た
き
り
老
人
の

家
庭
を
訪
問
、
入
浴
サ

山 1111川川州川3

と

平
成
元
年
度
の
村
敬
老
会
が
、
九

月
十
二
日
村
体
育
館
で
開
か
れ
、
三

百
八
十
人
の
わ
年
寄
り
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

招
待
を
受
け
た
七
十
五
歳
か
ら
七

十
九
歳
ま
で
の
方
に
、
敬
老
祝
金
と

し
て
三
千
円
、
八
十
歳
以
上
の
方
に

は
、
敬
老
年
金
の
七
千
円
が
そ
れ
ぞ

れ
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

県
よ
り
八
十
五
歳
以
上
の
七
十
三
人

の
方
々
に
五
千
円
の
祝
金
が
贈
ら
れ

ー
ピ
ス
の
希
望
と
医
師
の
入
浴
許
可

を
証
す
る
診
断
書
を
提
出
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
家
庭
奉
仕
員
が

戸
別
問
診
し
、
血
圧
や
体
温
な
ど
健

康
状
態
を
チ
ッ
ク
、
最
終
的
に
七
人

の
方
が
入
浴
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
八
月

の
民
生
委
員
会
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
を
決
定
、
専
用
組
架
を
購
入
し
、

八
月
の
下
旬
か
ら
、
家
庭
奉
仕
員
二

人
と
保
健
婦
が
ね
た
き
り
家
庭
を
訪

れ
、
家
族
と
と
も
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

平
成
元
年
八
月
十
三
日
、
自
宅

裏
の
道
行
く
母
と
弟
の
草
に
乗
せ

ら
れ
た
娘
が
偶
然
に
出
会
っ
た
。

小

高

の

車
問
さ
ん

湯上りにツメのお手入れ(竜崎の小林定雄さん)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
し
ば
ら
く
入
浴
し
て
い

な
い
人
も
お
り
、
緊
張
の
あ
ま
り
血

圧
が
上
っ
た
も
の
の
入
浴
し
て
み
た

ら
パ
い
つ
の
間
に
か
平
静
に
一民
り
穏
や

か
な
表
情
を
見
せ
る
人
も

D

実
施
し
た
家
庭
に
、
そ
の
後
の
状

態
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当
人
の
気

分
も
優
れ
、
家
族
か
ら
も
感
謝
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

入

浴

希

は

民
生
委
員
ま
で

胡
王

現
在
七
人
の
家
庭
を
、
週
に
二
人

の
ぺ

1
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
希
望
者
が
増
え
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
応
援
を
受
け
て

経
続
し
た
い
と
の
こ
と
で
す

D

な
お
、
こ
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
さ
れ
る
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
民
生
委
員
に
ご
相
談
下
さ

三
十
一
年
ぶ
り
の
再
会
で
あ
る
。
母

を
見
つ
め
る
娘
、
我
が
子
と
見
定
め

た
母
と
の
聞
に
無
言
の
時
が
流
れ
た
。

担
年
ぶ
り
の
再
会

小
高
字
向
久
保
の
車
田
ソ
ヨ
さ

ん
(
乃
歳
)
の
長
女
塩
沼
ッ
、
ネ
ヨ

の
農
地
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
、
ト
マ
ト
、
人
参
な
ど
の
野

菜
生
産
を
営
む
専
業
農
家
に
成
長

し
た
。
今
、
五
人
の
子
供
と
孫
が

九
人
。
し
か
し
、
故
郷
へ
の
思
い

は
つ
の
る
ば
か
り
。
三
十
一
年
の

年
月
は
大
き
な
壁
だ
っ
た
よ
う

だ。

ま
し
た
。

楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

泉
・
須
釜
婦
人
会
の
皆
き
ん
に
よ
る

出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
出
席
し
た
わ

年
寄
り
ら
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

(敬老祝金を受ける招待者)来てよかったゾイ

名演技の南須釜嬬入会

「
環
境
は
わ
互
い
に
良
く
な
り

ま
し
た
け
ど
、
何
よ
り
も
母
と
兄

弟
に
会
う
こ
と
で
し
た
」
と
感
慨

無
量
の
ツ
ネ
ヨ
さ
ん
口
そ
れ
以
上

に
母
ソ
ヨ
さ
ん
は
「
言
葉
に
例
え

よ
う
が
ね
え
。
会
わ
な
い
う
ち
は

心
配
だ
か
ら
ナ
イ
」
と
重
い
口
を

開
い
た
。
た
だ
、
弟
の
貞
男
さ
ん

が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
一

番
残
念
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
亡

き
夫
に
代
わ
っ
て
車
田
家
を
支
え

て
き
た
ヨ
シ
さ
ん
が
居
た
か
ら
こ

そ
と
、
感
謝
の
念
が
深
ま
る
ば
か

村長の励ましに大喜びのツ子ばあちゃん

ね

さ
ん
(
ぬ
歳
)
は
、
夫
の
八
郎
さ
ん

(
臼
歳
・
郡
山
出
身
)
と
と
も
に
、

り

介

者
日
赤
よ
り
感
謝
状

二二→十

日l:::g

九
月
十
二
日
の
村
敬
老
会
の
席
上
、

永
い
間
ね
た
き
り
老
人
の
介
設
に
努

め
ら
れ
た
小
高
の
車
田
シ
ゲ
子
さ
ん

と
、
南
須
釜
の
増
子
節
子
さ
ん
に
、

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

感謝状を受ける小高の車田シゲ子さん

昭
和
三
十
三
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡

航
。
戦
後
最
初
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

と
し
て
、
二
人
の
子
供
を
抱
え
て

の
こ
と
で
あ
る
。
当
然
ソ
ヨ
さ
ん

の
強
い
反
対
が
あ
っ
た
が
、
異
国

へ
の
夢
は
立
ち
切
れ
な
か
っ
た
。

ぞ
れ
か
ら
延
々
三
十
一
年
。
ブ

ラ
ジ
ル

・
南
リ
オ
グ
ラ
ン
デ
ド
ヌ

i

ル
州
で
の
苦
労
が
実
り
、
十
い
わ

塩
沼
さ
ん
夫

婦
は
、
八
月
五

日
に
来
日
。
ほ

ぼ
二
か
月
に
及

ぶ
滞
在
も
ま
た

た
く
聞
に
過
ぎ

た
よ
う
だ
。
「
別

れ
る
の
は
つ
ら

い
け
ど
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
こ
と
も

心
配
で
す
」
と

い
う
こ
人
は
、

十
月
二
日
祖
国

を
後
に
、
第
二

の
ふ
る
さ
と
へ

向
か
う
口

左から塩沼ツネヨさん、夫の八郎さん、車田ソヨさん、ヨシさん

ま
く
ら
を
並

べ
た
母
と
娘
。
一
一
一
十
一
年
の
物
語
を

諮
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
短
か
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
荷

車田村長は、 9月 7日村内の90歳以

上のお年寄り14人を訪問し、記念品を

贈りました。

最高齢の大竹ツ子さんに会い、「ツ子

ばあちゃんは玉川の誇りです。もっと

長生きして下さい」との励まし{こ、笑

顔てこたえてくれました。

県内100歳以上の長寿者10傑
(平成元年 9月12日現在)

を
下
し
た
二
人
に
、
や
っ
と
本
当

の
笑
顔
が
も
ど
っ
た
ひ
と
と
き
で

あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。



昭
和
六
十
三
年
度
の
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月

定
例
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
げ
み
な
さ
ん
の
納
め
た
税
金

や
園
・
黒
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
、

ど
の
く
ら
い
入
り
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

1人当たりに使われたお金
340，144円

2.3$ぢ
2. 3労

1.2% 

1.1% 一般会計決算の推移

25億 9，258万円

年度
58 

59 

νο 

三
億
四
、
八
五
五
万
円

μ

村

債

は

村=

億
ノ¥

ノー¥

万
税円 14.6%

七
億
九
、
九
六
六
万
円

土

木

費

30. 9タ6
% 60 

61 

農林水産業費

4億6，256万円

17.8% 一昭和63年度建設事業一
補助事業 8億9，587万円
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35.7% 

県四

支壁
出霊

金百 17.7%

入

26億6，405万円
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25億9，258万円
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万

2.2%12.2% 10.2%1円

保健センター建設事業 l億 1，384万円

新農村地域定住促進対策事業 5.653万円

農業生産体質強化総合推進事業 554万円

土地改良総合整備事業 7，605万円

団体営農道整 備 事 業 7.939万円

地方 道 改 修事業 3億 2，600万円

公 営 住 宅 建設事業 1億 4，660万円

消防施設整備事業 1. 105万円

災 受にコぎ 復 !日 事 業 8.087万円

地域開発整備関連農林業対策事業 2，091万円

土 地 改 良 事 業 4， 387万円

農 道 整 備 事 業 988万円

非 補助土地改良事業 3，832万円

県営事業負担金(水路) 832万伺 l

県営事業負担金(道路) 1，626万円

空港関連整備事業 1億 3，359万円

村単道路整備事業 4.014万円

戸$ 校 整 備 事 業 3，801万円|

3億4，930万円単独事業

依

る 源、

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
決
算
額
は
、
二
十
六
億
六
千
四
百

五
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
二
億
二
千

百
四
十
四
万
円
多
い
九
・
一
%
の
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
中
で
、
村
債
が
前
年

度
に
比
べ
二
億
三
千
三
百
六
十
七
万

円
多
い
一
一

O
三
・
四
%
の
増
c

こ
れ

は
、
自
体
営
農
道
・
公
営
住
宅
債
が

二
千
九
百
七
十
万
円
、

N
T
T
債
一

億
三
千
三
百
八
十
七
万
円
、
簡
易
給

水
施
設
・
保
健
セ
ン
タ
ー
救
農
土
木

事
業
債
等
八
千
八
百
万
円
が
昨
年
度

と
比
較
し
て
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
口
ま
た
村
税
は
、
前
年
度
よ

り
七
百
七
十
九
万
円
多
く
二
%
の
伸

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
依
存
財
源
を
見
ま
す
と
、
前

年
度
に
比
べ
四
億
八
千
三
百
十
八
万

円
多
い
三
九
・
八
%
の
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。
項
目
で
み
ま
す
と
、
地

方
交
付
税
が
一
億
一
千
四
百
四
十
万

円
、
国
庫
支
出
金
五
千
七
百
五
十
四

万
円
、
県
支
出
金
三
億
四
百
二
十
六

万
円
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
に
比

べ
て
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゲロ
ここ

プの

土歳
出
決
算
の
総
額
は
、
二
十
五
億

九
千
二
百
五
十
八
万
円
。
前
年
度
に

比
べ
で
二
億
一
千
二
百
六
十
四
万
円

多
い
八
・
九
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。全

体
的
に
、
民
生
費
と
諸
支
出
金

を
除
い
て
前
年
度
よ
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
ロ
持
に
、
土
木
費
は
前
年
度

よ
り
四
億
二
千
八
百
二
十
九
万
円
多

い
一
一
五
・
三
%
の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
、
一
福
島
空

港
建
設
工
事
用
道
路
と
し
て
延
長
し

た
村
道

I
!
日
号
線
の
地
方
道
改
良

事
業
に
二
億
九
千
万
円
、
緊
急
地
方

道
整
備
事
業
と
し
て
、
村
道

I
1
3

号
線
(
川
辺
地
内
)
、
村
道

I
1
6
号

線
(
南
須
釜
字
青
井
沢
地
内
)
、
村
道

I
1
8号
線
(
吉
地
内
)
の
コ
一
路
線

に
三
千
六
百
万
円
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
空
港
関
連
道
路
整
備
事
業

も
、
前
年
度
よ
り
一
億
九
百
七
十
八

万
円
増
額
の
一
億
三
千
三
百
五
十
九

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
福
島
空
港
建

設
工
事
に
合
わ
せ
て
、
空
港
潤
辺
の

道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
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万

は体トの別疾 想 果た 円 し減険と度人
進をツ費で病本さ'にり か免税でに当
ん守プ用は統村れ突のす 超たしし措二す比た
でると額循計のま合保とこえりま、置干。べり
受たなで環に平すわ険、のるのす減が八こでが
診めつは系よ成。な税平ま額保と免講十れ負納
しにで新疾り元 い は 成 ま と 険、額じーは担め
たもい生患ま年 大 、元のな税実をら万、がた
い、ま物、す五 き 今 年 状 つ は際保れ四冷軽保
も成すが ー と 月 な回度態で、 の 険 t::.千害く険
の 人 。 そ 件 、 診 伸ののでい五一税た九にな税
で病大れ当医療 び 減 ー い ま 万人に竺百よつが
す検切ぞた療分 が免人きす円当加、、円るた前
口 診 な れ り 費 の 予効当ま。をた算九の保こ年

歳出 。
4億8，51?万円

昭
和
六
十
三
年
度
決
算
の
大
き
な

特
徴
は
、
医
療
費
が
前
年
度
に
続
い

て
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
入
院
件
数
が
例
年
に
比
べ
少
な

か
っ
た
ご
と
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
三
十
六

万
六
千
五
百
六
円
で
前
年
度
よ
り
四

万
五
千
円
も
下
回
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
外
来
診
療
件
数
は
急
激

に
増
え
で
い
ま
ず
か
ら
、
一
時
的
な

減
少
と
言
え
ま
す
。
限
り
あ
る
医
療

費
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

1， 695万円 6.6$ぢ

諸収入
94万円

0.3% 

1， 173万円 4.6%償還金
435万円
1. 7 96 

2億5，533万円

医療費に見る被保険者数と保険税の推移

医療費国保負担

329，454，049円
( 118.2タ6)

278，819，931円
(100労〉

296，720，607円
( 106. 4 %) 

普及率 71緩 5%

昭
和
六
十
三
一
年
度
に
お
け
る
本
村

の
広
域
水
道
の
普
及
率
は
、
七
一
・

五
Mm
と
な
っ
て
い
ま
す
。
給
水
戸
数

及
び
人
口
を
前
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
、
二
十
三
一
円
十
二
人
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
日
平
均
給
水
量
は
、

九
百
五
十
七
立
方
日
で
、
一
人
当
た

り
に
し
ま
す
と
百
七
十
七
山
(
工
場

用
水
を
含
む
)
に
な
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
は
、
前
年
度
に

比
べ
一
日
当
た
り
で
十
七
立
方

M
、

年
間
に
し
ま
す
と
七
千
百
九
十
三
立

方

M
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水

の
使
用
量
の
多
い
夏
期
が
、
天
候
不

順
、
冷
夏
で
あ
っ
た
た
め
使
用
量
が

少
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
村
民
の
文
化
的
生
活
の

進
展
や
企
業
の
進
出
、
村
営
住
宅
や

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
民
健

康
保
険
(
以
下
国
保
)
の
加
入

者
人
口
は
、
三
千
四
百
七
人
(
老

人
を
除
く
年
間
平
均
)
で
、
全

人
口
の
四
四
・
七
%
と
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
口
ま
た
国

保
加
入
世
帯
に
あ
つ
で
も
、
千

百
八
世
帯
で
、
前
年
度
よ
り
二

十
六
世
帯
減
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
決
算
の
特
徴
は
、

330，278，640円
( 118.5 %) 

療養給付費(保険者 7割負担分)

19，885件 2億 9，150万円

療養費

(コノレセット、柔道整復師なと)

267件 132万円

高額療養費

595件 3，746万円

産費(1件 130，000円)

17件 221万円

祭費(1件 40，000円〉

46件 184万円

審査支払手数料 129万円

個
人
住
宅
の
新
築
に
よ
る
給
水
戸
数

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
水
の

需
要
は
、
年
々
増
え
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
安
定
し
た
水

の
供
給
を
行
う
た

め
、
計
画
的
な
水

資
源
の
確
保
と
管

路
の
整
備
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

反く;医療費 (1+2+3)

3億 3，028万円

助

葬

2. 

4. 

6. 

5. 

3. 状況

1 ，251戸
349，471 m3 

957m3 

一般会計補助金 1，000万円

379万円

金

企業債償還金

給水の
・給水戸数
・年間給水量

・一日平均給水量

イ賞
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第
二
回
農
業
創
生
講
座
が
、
九
月

十
六
日
、
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
も
、
講
師
に

伊
達
物
産
の
清
水
昌
夫
氏
を
迎
え
、

「
積
極
的
人
生
を
生
き
る
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
み

ま
す
と
・
:
:
:

成

人

成
功
し
た
人
に
は
、
四
つ
の
共
通

点
が
あ
り
ま
す
。
一
番
目
に
「
素
直

制山111111山川

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
モ
す
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
見

定
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
目

で
見
た
も
の
、
耳
で
聞
い
た
ご
と
を
、

手
足
の
動
き
に
変
え
る
こ
と
で
す
。代

感今
、
日
本
は
感
性
の
時
代
か
ら
感 第 2聞農業創生講座(9月16B就改センター)

で
あ
る
」
つ
ま
り
開
く
耳
を
持
ち
、

過
去
の
経
験
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
常
に
心
を
空
っ
ぽ
に

し
で
お
く
と
と
が
大
切
で
す
。
二
番

目
は
っ
感
謝
の
精
神
」
あ
り
が
と

う
と
心
か
ら
蓄
え
る
人
。
一
二
番
目
が

「
わ
び
る
心
」
人
の
話
を
聞
か
な
い

た
め
に
間
違
っ
た
と
気
付
い
た
時
、

「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
』
と
言
え
る

人
。
そ
し
て
四
番
目
が
「
本
気
に
な

る
こ
と
」
本
気
に
な
ら
な
い
と
仕

事
が
で
き
ま
せ
ん
。
本
気
に
な
る
と

ま
ず
自
分
が
変
わ
り
、
世
界
が
変
わ

り
ま
す
。
恋
を
す
る
の
も
本
気
、
仕

事
も
勉
強
も
本
気
。
そ
し
て
そ
の
中

か
ら
一
つ
で
も
い
い
も
の
が
あ
れ
ば

実
行
に
移
す
こ
と
。
こ
れ
が
成
功
す

る
四
つ
の
共
通
点
で
す
c

応

環
境

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
実
に
変

化
が
激
し
い
。
企
業
は
環
境
適
応
業

で
す
。
何
の
業
種
も
同
じ
で
す
が
、

環
境
に
即
時
対
応
し
て
い
か
な
い
と

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
変
化

し
て
い
る
も
の
に
合
わ
せ
た
経
営
体

制
を
つ
く
っ
て
い
か
な
く
ち
ゃ
な
り

動
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
c

感
動

さ
せ
る
農
作
物
を
ど
の
よ
う
に
生
産

し
て
わ
客
さ
ん
に
提
供
す
る
か
。
こ

れ
に
目
覚
め
た
者
が
勝
つ
。

旅
行
も
感
動
を
求
め
て
海
外
に
行

く
時
代
で
す
ね
口
つ
ま
り
諸
国
の
食

べ
物
を
見
て
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
頭
に
入
れ
て
お
か
な
く
ち
ゃ
な
ら

な
い
。
そ
れ
に
は
、
初
め
て
見
る
感

動
を
味
わ
せ
る
商
品
づ
く
り

H

初
め

花
の
ど
j
j
い
心
清
く

、事

一北ンク
i
浦
一
須
釜
小
が
最
優
秀
校
に

去
る
八
月
三
十
日
に
審
査
し
た
、

平
成
元
年
度
の
石
川
地
区
小
・
中
日

校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
審

査
の
結
果
、
本
村
の
須
釜
小
学
校
が

最
優
秀
校
に
、
ま
た
、
川
辺
小
学
校

見事な花と縁が校舎を飾る須釜小学校

ろ
う

ま
せ
ん
。
環
境
に
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
、
企
業
を
間
わ
ず
農
業
に
も
言

え
る
大
切
な
課
題
で
す
口

主主主

主旦
市
場
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
よ
く
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
我
々
は
戦
後
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
を
モ
デ
ル
と
し
て
今
日
ま

で
来
ま
し
た
が
、
す
で
に
転
換
の
時

期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
ア
メ
リ
カ
の
方
針
は
童
、
つ
ま

り
ス
ケ

i
ル
メ
リ
ッ
ト
の
追
求
だ
か

ら
で
す
。
今
、
日
本
は

H

質
H

の
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
量
で
勝
て
る

時
代
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
質

に
加
え
て
個
性
的
で
高
級
品
と
呼
ば

れ
る
物
が
市
場
で
も
て
は
や
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
合
っ
た
生
産
を
す

れ
ば
、
高
価
な
物
で
も
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
る
時
代
な
の
で
す
口

し
か
し
、
農
業
に
と
っ
て
一
番
の

欠
点
は
、
自
分
の
汗
水
流
し
て
作
っ

た
物
に
対
す
る
販
売
単
価
の
決
定
権

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
情
け
な
い
話

が
あ
り
ま
す
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
量

ピ
ゃ
な
く
質
に
重
点
を
置
い
て
生
産

町
、

て
効
果
H

に
自
を
向
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
本
物
で
あ
れ
ば

値
段
が
高
く
と
も
売
れ
る
訳
で
す
。

ま
た
、
感
動
を
与
え
る
に
も
タ
イ

ミ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
旬
の
も
の
に

も
う
一
度
目
を
向
け
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
。
そ
し
て
質
を
高
め
る
こ
と
で

す
c

そ
う
す
れ
ば
量
産
で
な
く
と
も

対
応
で
き
ま
す
。
そ
れ
も
特
定
の
人

を
ね
ら
う
こ
と
で
す
。

と
玉
川
第
小
学
校
が
優
秀
校
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

須
釜
小
学
校
で
は
、
『
ふ
れ
あ
い

花
壇
』
と
称
し
て
、
教
師
と
子
供
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、

P
T
A
や
老
人
ク

ラ
ブ
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
花

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ

i
ト
校
舎
に
花
と
繰
が

見
事
に
調
和
し
た
風
景
は
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
自
捜
の
種
で
す
が
、
花

の
よ
う
に
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
る

心
に
成
長
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

全国防犯運動
10月11日働力、ら20日働まての

10日間、全国防犯運動が実施さ

れます。

期間中、次の事項に重点、を置

いて運動が展開されます。

@運動の重点

1.自動車盗の防止

・キーを抜きとり、 ドア口ツ

クを敏行しましょう。

2.侵入盗の防止

・外出する時は、力ギかげを

励行し、近隣に一声を。

3.少年の非行防止

• 1日i田子供との対話の時

簡をつくりましょう D

4.暴力の追放

・暴力、迷惑行為は、すぐに

して下さい。

の
本
命

次
に
、
本
命
の
花
き
に
入
り
ま

す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

農
産
物
な
ら
何
を
や
る
か
と
い

う
と
、
野
菜
か
花
し
か
な
い
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

花
の
産
地
は
、
ど
こ
か
と
一
一
日
間
う

と
九
州
と
沖
縄
な
ん
で
す
。
(
図
1
)

そ
れ
に
北
海
道
も
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
で
は
、
花
は
何
か
と
午
一
一
同
い
ま

す
と
、
ト
ッ
プ
は
菊
な
ん
で
す
。

図
2
を
見
で
も
二
位
の
カ
ス
ミ
ソ

ウ
の
十
倍
に
匹
敵
す
る
出
荷
量
で

す
ね
。
こ
れ
は
、
一
年
中
花
が
咲

く
と
い
う
こ
と
で
断
然
ト
ッ
プ
な

明操業ε
藩元窃 @ 
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佐藤正明氏の講演会より
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沖
縄
と
か
九
州
の
南
部
に
は
、
大

き
な
障
害
が
あ
り
ま
す
。
何
か
と

い
う
と
、
台
風
な
ん
で
す
ね
。
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
必
ず
台
風

が
通
る
訳
で
す
。
だ
か
ら
七
、
八
月

に
花
が
咲
い
た
ん
じ
ゃ
困
る
ん
で

す
ね
。
も
う
ひ
と
つ
J
口
問
温
障
害
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
理
由
か
ら
、

秋
口
か
ら
春
に
か
け
て
花
が
出
て

来
る
の
が
、
パ
い
わ
ゆ
る
溢
帯
園
芸

の
花
き
の
特
徴
な
ん
で
す
ね
。

皆
さ
ん
方
が
わ
や
り
に
な
る
ん

で
し
た
ら
、
そ
の
裏
を
か
い
て
ほ

し
い
訳
で
す
。
で
き
れ
ば
、
夏
場

出
荷
に
標
準
を
合
わ
せ
て
ほ
し
い

と
思
う
ん
で
す
。
こ
ち
ら
の
カ
ス

ミ
ソ
ウ
は
、
八
月
ご
ろ
か
ら
出
る

そ
う
で
す
が
、
西
日
本
で
は
逆
立

ち
し
て
も
九
月
か
ら
な
ん
で
す
ね
。

つ
ま
り
、
八
月
と
い
う
の
は
も
の

図2空輸花き品種別出荷量〈昭61) ; t 

o200 400 600印o1，o∞8，槌8

協物物物協綴|
揚物語易協努努務物923

院~~621

図1空輸花きの地域別出荷量(BB61); t 
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道
北
東
陸
海
畿
国
菌
州
縄
一

海

陸

一

北
東
関
北
東
近
中
西
九
沖
一

ん
で
す
。
大
萄
、
中
菊
、
小
菊
あ
る

い
は
、
中
輪
菊
や
ス
プ
レ
ー
菊
と
い

っ
た
物
が
す
べ
で
飛
行
機
に
乗
っ
て

い
ま
す
。

二
位
が
カ
ス
ミ
ソ
ウ
で
、
一
一
一
位
が

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
四
位
が
グ
ラ
ジ

オ
ラ
ス
、
五
位
が
洋
蘭
(
鉢
物
)
、

六
位
が
葉
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
見
ま
す
と
、
日
本
の
花
は
菊

を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
洋
花
で
す
ね
。

つ
ま
り
菊
以
外
だ
っ
た
ら
洋
花
を
狙

》
フ
こ
シ
コ

夏

場 Jま

ィιこ
こ
で
ひ
と
つ
花
に
つ
い
て
皆
さ

ん
に
わ
知
恵
を
差
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
口
現
在
の
フ
ラ
イ
ト
し
て
い

る
花
き
(
北
海
道
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ
と

菊
は
別
に
し
て
)
は
、
ほ
と
ん
ど
が

南
か
ら
の
物
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が央、

すか作す
。とイ寸ご

、体ぃ

常系穴
にを場
に・稽な
ら・のん
む・国で
とてもす
いは J
うど Jこ

ト ー円、
ι フて
と なら

での

人

ウ 、、
tlv 

力も
う
一
つ
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
大
変

評
判
が
い
い
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
何
に
で
も
添
え
ら
れ
、
し
か
も

軽
く
て
値
段
が
高
い
か
ら
な
ん
で
す
。

海
外
の
あ
る
国
で
は
カ
ス
ミ
ソ
ウ
が

危
な
い
ぞ
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
な

い
と
、
日
本
の
花
き
園
芸
家
や
花
市

場
関
係
者
が
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、

花
の
中
で
も
カ
ス
ミ
ソ
ウ
は
、
ぜ
ひ

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
物
で
す
。
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第
村
山
口
役
職
員
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
十
六
回
役
職
員
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
九
月
三
日
、
村
民
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
十
チ

l
ム
が
参
加

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
、
商
工
会
チ

l
ム
が
八
年

ぶ
り
二
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

準
優
勝
は
村
議
会
チ

l
ム
、
一
ニ
位
が

農
業
委
員
会
と
体
育
指
導
員
チ
i
ム。

*
 

代表取締役

佐藤貞雄

会社の概要

創
造
を

佐
藤
製
作
所
は
、
昭
和
四
十
九
年

一
一
月
に
設
立
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十

五
年
に
法
人
化
し
、
将
来
の
事
業
拡

大
に
向
け
て
昨
年
六
月
、
県
営
王
川

工
業
団
地
に
用
地
を
確
保
、
平
成
元

年
五
月
、
進
出

企
業
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
操
業

を
開
始
し
ま
し

た。「
信
頼
と
創
造
」

を
基
本
理
念
と

し
、
全
社
員
の

相
互
信
頼
感
を

深
め
る
と
共
に

業
界
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が

ら
最
先
端
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
工

業
技
術
)
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
高
度
生
産
シ
ス
テ
ム
で
二
十
一

世
紀
に
向
つ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
多

様
化
す
る
得
意
先
の
ニ

i
ズ
に
対
応

す
ぺ
く

一
層
の
努
力
を
傾
注
す
る
と

共
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

よ
う
と
先
進
的
な
企
業
運
営
に
努
め

て
い
ま
す
。

主
要
製
品
は
、
日
産
自
動
車
に
使

用
さ
れ
る
ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト
で
、
車

の
生
命
を
維
持
す
る

H

重
要
保
安
部

品
H

と
し
て
取
り
扱
つ
で
い
ま
す
。

ま
た
、
防
衛
庁
関
連
部
品
も
製
造
し

自
衛
隊
に
お
い
て
使
用
さ
れ
で
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
松
下
電
気
の
家
庭

エ
ア
コ
ン
部
品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
技
術
的
に
優
れ
た
製

品
づ
く
り
を
目
指
し
、
精
度
の
高
い

。
すで与給の義主力実

+
4
F
 

所乍
「，4

1
 

製藤

対
話
式

C
N
C
旋
盤
を
導
入
、
品
質
佐

向
上
を
図
る
一
方
、
自
で
見
る
検
査
い

(
目
視
)
仕
上
が
り
も
重
視
し
て
お
謀

り
、
使
う
立
場
に
な
っ
て
レ
ベ
ル
の
釦

高
い
生
産
シ
ス
テ
ム
ゃ
つ
く
り
を
追
求
社

し
て
い
ま
す
。

当
社
は
憩
い
の
公
園
広
場
に
隣
接

U

し
、
快
適
さ
に
加
え
て
、
明
る
く
働
に

き

や

す

い

環

境

に

あ

り

ま

す

。

粧

ま
た
、
福
利
厚
生
面
で
は
、
全
額

j

会
社
負
担
で
、
花
見
、
慰
安
旅
行
、

視
察
研
修
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
忘
年

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

10月の公民館行事

1日(印・第29回村民体育祭

村民ゲランド

2日(助 ・ママさんパトミントン

教室⑥ 村体育館

午後 2:00"-'4:00 
12日(羽・泉書道教室⑨ 就改セ

ンター午後 7:00~9:00

16日傭・青年・婦人教室合同⑤

「英語に親しむ」

講師…ピル先生、就改

センター午後 7:00"-'
16日但)・泉書道教室⑬ 就改セ

ンヲー午後 7:00"-' 9: 00 
17日(j()・須釜書道教室@ 須釜

公民館午後 7:00~19:00
18日体)・高齢者教室⑥

「簡単にできる運動」

講師…石井源次先生

泉教室就改センタ

午前 9:30"-' 11 :30 
須釜教室須釜公民

館午後 1:30~ 3:30 
24日伏)・須釜書道教室⑬須釜

公民館午後 7:00~9:00 I 

31日ω・須釜書道教室⑬ ク

イ

い

三ふ捻患舗3

役場三役課長

教育委員会

商工会

須 釜農 協

農業委員会

玉川村泉農協

村議会議員

区長会

消防団

体育指導委員

須
釜
中
学
校
を
昭
和
三
十
一
年
に

卒
業
し
地
元
で
活
躍
し
て
い
る
「
三

一
会
」
(
会
長
・
瀬
谷
武
義
)
の
メ

ン
バ
ー
と
、
一
年
後
輩
の
「
た
て
や

ま
の
会
」
(
会
長
・
国
井
正
孝
)
の

11川

メ
ン
バ
ー
が
、
八
月
二
十
六
日
夜
、

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
整
っ
た
村
民
グ
ラ

ン
ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
親
善
試
合

在
行
っ
た
。

双
方
と
も
元
気
の
い
い
の
は
口
先

だ
け
か
と
心
配
さ
れ
た
が
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
打
撃
戦
と
も
言
え
る

好
ゲ
ー
ム
を
展
開
。
結
果
は
ひ
き
わ

け
で
「
手
を
打
つ
べ

」
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

引
き
続
き
山
第
二
試
合
山
を
奥
平

の
中
央
集
会
所
で
開
始
。
こ
ち
ら
も
、

さ
す
が
地
元
に
残
っ
て
い
る
つ
わ
も

の
共
と
あ
っ
て
仲
々
勝
負
が
つ
か
ず

次
の
機
会
に
再
試
合
と
い
う
こ
と
に
。

男
共
は
、
酒
と
友
だ
ち
を
愛
し
つ
つ

夜
が
ふ
け
る
ま
で
郷
土
の
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
。

寄
稿
者
た
て
や
ま
の
会
事
務
局

つわもの共の「三一会」と「たてやまの会」のメンバー(奥平・中央集会所)
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土躍閉庁のお知らせ

機政行の村

剛山l川平成元年10月川川

村
で
は
、
各
土
曜
日
に
受
替
で

半
数
ず
つ
出
勤
す
る
方
式
で
四
週

六
休
制
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
十
一
月
か
ら
、
第
二
、
第
四

土
曜
日
は
休
日
と
し
、
他
の
土
曜

日
は
通
常
ど
お
り
勤
務
す
る
土
曜

閉
庁
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

リ
ま
し
た
。

土
曜
閉
庁
導
入
に
つ
い
て
は
、
国

で
は
今
年
一
月
か
ら
、
県
で
は
五
月

か
ら
実
施
し
て
台
り
、
村
の
行
政
が

国
県
と
密
接
な
連
携
の
も
と
に
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
わ
り

で
す
。ヘ

刷川111川川l川

で
す
。事

務
取
り
扱
い
は

日
曜
・
祝
祭
日
と
同
じ

事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
日
曜
日
や
祝
祭
日
と
同
じ
取
扱

を
し
ま
す
。

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
来
さ

な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

土
曜
閉
庁
導
入
に
つ
い
て
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
別
表
の
部
門
に
つ
い
て
は
と

訪11

集

11111 

国
立
宮
城
障
害
者
職
業
訓
練
校
(
一
T

mm
仙
台
市
青
葉
区
台
原
五
丁
目
十
番

一号
2
0
2
2
(
2
3
3
)
3
1
2
4
)

で
は
次
の
要
領
で
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す

D

-
応
募
資
格

・
義
務
教
育
修
了
者
、
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方
。

・
障
害
の
程
度
は
、
伝
染
性
疾
患
、

発
作
性
疾
患
及
び
症
状
の
固
定

し
て
い
な
い
方
を
除
き
一
年
間

の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
る
方
。

-
募
集
科
目
及
び
定
員

電

子

機

器

科

一

O
人

b 

り

土

な

/ 

力、

4 

/ 

第

み

月

。

休

す

1 1 
. 

一部を|除いて

は

ま

2 第

日

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
九
月
二

十
五
日
に
開
か
れ
た
玉
川
村
定
例

議
会
に
お
い
で
「
玉
川
村
の
休
日

を
定
め
る
条
例
し
を
可
決
、
今
年

十
一
月
か
ら
土
曜
閉
庁
方
式
が
導

入
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
会
議
が
開
け
る
な
ど
の

公
務
能
率
の
点
が
望
ま
し
い
こ
と

や
、
今
後
民
間
に
お
け
る
週
休
二

日
制
の
進
展
に
伴
い
、
村
に
拾
い

て
さ
ら
に
週
休
二
日
制
を
推
進
す

る
と
す
れ
ば
、
閉
庁
方
式
に
よ
る

ほ
う
が
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の除、、

れ
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行

ま
す

閉
庁
し
な
い
部
門

洋

裁

科

和

裁

科

製

版

印

刷

科

製

本

科

又

土

日

・

川

山

口

オ

マ

品

開

寸

戸

ド

ド

F
b川
川

手

小

E

O

A

事

務

科

義

肢

装

具

科

理

容

科

経

理

事

務

科

広
告
デ
ザ
イ
ン
科

縫

製

実

務

科

・
訓
練
期
間

平
成
二
年
四
月
1
平
成
三
年
三
月

・
選
考
方
法

作
文
、
面
接
及
び
適
性
検
査

・
願
書
提
出
先

須
賀
川
公
共
職
業
安
定
所

一
T
m
m
須
賀
川
市
古
屋
敷
四
十
三

・
願
書
受
付
締
切

一O
人

一
O
人

一
O
人

一
O
人

二
O
人

一O
人

一O
人

一
O
人

一
O
人

二
O
人

一
O
人

献
血
功
労
賞

こ
の
た
び
、
南
須
釜
の
塩
沢
直
一

さ
ん

(ω
歳
)
と
小
高
の
溝
井
浩
一

さ
ん
(
お
歳
)
の
二
人
に
、
献
血
三

十
回
の
功
労
を
た
た
え
、
日
本
赤
十

字
社
か
ら
『
銀
色
有
功
賞
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
口

私
は
今
回
で
三
十
回
で
す
が
、
本

当
は
四
十
三
回
で
す
。
以
前
に
友
人

や
家
族
が
手
術
す
る
時
に
、
献
血
手

帳
か
ら
血
を
分
け
て
や
り
、
大
変
感

謝
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
健
康
と
目

に
見
え
な
い
人
助
け
と
思
っ
て
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
自
分
の
健
康
管
理
の
た
め

と
思
っ
て
献
血
を
始
め
ま
し
た
。
そ

免除を受けた保険料は

追納できます

-
平
成
元
年
十

一
月
十
四
日
(火
)

中
学
校
及
び
高
等
学
校
卒
業
見

込
者

・
平
成
元
年
一
月
九
日
(
火
)
一

j

平
成
元
年
二
月
八
日
(
木
)
)
j

※
は
、
一
般
の
身
体
障
害
者
及

び
新
規
学
卒
見
込
者

詳
し
く
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
、

(幻

)
3
1
0
1
内
線
2
7
ま
で
。

未復社
団
法
人
福
島
県
看
護
協
会
で
は
、

未
就
業
看
護
婦
を
対
象
に
後
職
へ
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

看
護
職
に
対
す
る
社
会
の
需
要
が

増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
就
業
し
て
い

塩沢直ーさん(衛須釜)溝井浩ーさん(小高)婦，ゐ.
:z:;;: 

し
て
約
十
年
で
三
十
四
と
な
り
ま
し

た。
こ
れ
を
契
機
に
、
で
き
る
限
り
献

血
を
続
け
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
c

な
お
、
銀
色
有
功
賞
と
し
て
、
楯

門
標
、
社
員
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た

D

「
法
の
日
」
週
間

十
月

一
日
は
「
法
の
日
」
と
制
定

さ
れ
、
七
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し
て
各
種
の
行
事
を

展
開
し
ま
す
。

民
主
主
義
の
生
命
は
、
個
人
の
自

由
に
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
人
が

等
し
い
自
由
を
持
っ
て
い
る
も
の
で

す
か
ら
、
お
互
い
の
自
由
を
尊
重
し

あ
え
る
よ
う
、
各
人
の
自
由
の
共
存

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法

は
、
こ
の
よ
う
な
各
人
の
自
由
の
共

存
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
す

D

こ
の
機
会
に
「
法
」
の
意
義
を
あ

ら
た
め
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自分て保険料を納める第 i号被保険者のうち、

経済的理由などて、保険料納付{こ努力してもな

お納入が国難な方には、保険料が免除される制

度が設けられてあります。

この免除制度を利用した場合、免除された期

間については、年金額が 3分の 1(，ζなり、将来受

け取る老齢基礎年金の年金額が低くなりますの

で、後に余裕ができたときには免除されていた

期間の保険料を追納することをおすすめします。

追納てきる保険料は、 10年前にさかのぼって

納めることができますが、昭和61年4月以降の

免除期間については、免除になって力、ら 3年目

より下の表のように加算額がつきます。

な
い
看
護
職
の
方
の
再
就
職
に
役
立

て
る
た
め
開
か
れ
る
も
の
で
す
。

一
日
時
・
場
所

平
成
元
年
日
月
日
;
幻
日
(
土
・

日
を
除
く
)
午
前
9
時
1
午
後
3
時

郡
山
中
央
公
民
館

ニ

内

容

講
議
及
び
実
習

三
受
講
申
込
み

〒
鮒
福
島
市
渡
利
字
七
社
宮
一
一
一

県
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
内

社
団
法
人
福
島
県
看
護
協
会

合

0
2
4
5
(
幻

)
1
1
9
8

四
申
込
期
日

平
成
元
年
目
月
末
臼

詳
し
い
こ
と
は
、
石
川
保
健
所
保

健
室
岱
(
お

)
1
1
1
1
、
ま
た
は

社
団
法
人
福
島
県
看
護
協
会
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

玄一出

犬
~ 
5ヨL

主表

村
で
は
、
十
月
十
四
日
に
畜
犬
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま

す
。
年
に
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
の
春
に
受
け
な
か
っ
た
飼
い
主

の
方
は
、
忘
れ
ず
に
お
受
け
下
さ
い
。

役
場
住
民
課
衛
生
係

違
反
建
築
防
止

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
『
違
反
建
築
防
止
週
間
』

で
す
。
こ
の
週
間
は
、
良
好
な
市
街

地
の
環
境
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
ま

た
個
々
の
建
築
物
の
安
全
性
が
確
保

、
さ
れ
る
よ
う
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
建
築
活
動
の
盛
ん

な
地
区
を
重
点
に
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
す
。

@
パ
ト
ロ
ー
ル
臼

刊
月
日
日

3年を経過し た日 o. 055 

4年を経過した日 O. 113 

5年を経過した日 O. 174 

6年を経過した日 O. 239 

7年を経過した日 O. 307 

8年を経過した日 O. 379 

9年を経過した日 O. 455 

10年を経過した日 O. 535 

国
の

度

お
子
様
が
高
校
・
高
専
・
短
大
・

専
修
学
校
な
ど
進
学
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
国
の
進
学
ロ

i
ン
で
す
。

(
さ
し
あ
た
っ
て
、
わ
子
様
の
推
せ

ん
入
学
が
決
ま
っ
た
と
き
)

・
融
資
額
一
人
百
万
円
以
内

・
融
資
期
間
五
年
以
内

・

利

率

年

5

・
7
M

・
返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返

文
月

・
取
扱
期
間

平
成
二
年
四
月
三
十

日
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
金
融
公
庫

郡
山
支
底
合

0
2
4
9
(
お

)
7
1
4

0
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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叩
月
初
日
(
金
)

行
政
相
談
所
開
設

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

十
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

の
一
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で

す。
村
で
は
こ
の
週
間
に
ち
な
み
、
次

に
よ
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
役
所
や
公
庫
、

J
R
、
N

T
T
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。
な
お
、
相
談
は

無
料
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

*
日
時
・
場
所

-m月
初

日

働

午

前

9
時
1
ロ
時

役
場
北
庁
舎
会
議
室

・
日
月
お
白
幽
午
後
1
時
1
4
時

須
釜
公
民
館
会
議
室

l

凶
作
行
政
相
談
員

首

藤

信

勝

玉
川
村
大
字
小
高
字
御
城
幻

m
u
(
幻

)
E
5
0
7

お誕生おめでとう
ございます
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す (8月届出分)

出生児氏名 保護者名

園井佐也可 栄

谷 地 尚 子 光 治

斎藤理加 茂

村越清一重雄

佐 藤 亮 平 邦 男

大 木 元孝行

草野加緒理 常男

熊谷美香保美

宗形麻美武将

大野みなみ 正春

区

高

中

岩法寺

竜 Ul奇

南須釜

// 

/，-

地

-
小
高
の
佐
藤
忠
一
さ
ん
か
ら

二

万

・
川
辺
の
鈴
木
直
吉
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
南
須
釜
の
円
谷
兼
行
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
川
辺
の
矢
部
重
次
郎
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
い

// 

おくやみ
申し上げます

(8月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

小針一二

須釜泰治

男

善

石

康

38 

76 

区

川辺

τ1::::-
仁コ

/，-

ク

土生

円

↓
}
ぢ
ら

J

プス

bμ
づ

広
報
を
担
当
し
て
早
や
二
年
目
の

秋
を
迎
え
ま
し
た
。
秋
の
味
覚
は
格

別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

機
に
、
広
報
紙
も
多
彩
で
味
わ
い
深

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
要
望
や
情
報
、
感
じ
た
こ

と
な
ど
、
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
か
ら
、
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い

で

す

。

(

担

当

森

)




